
製品安全センター

～リチウムイオン電池関連製品の
製造と安全性～

取り扱い製品に、
・どんな電池が使われているか。
・使われているか電池が、どのような環境で製造されているか。
・どのような制御回路、安全装置、保護回路を備えているか。
・どのような構造的安全対策がとられているか。
確認しましょう。

活物質（合剤）の塗布むら

充放電時に反応偏在が生じて
金属リチウムが析出したり、塗布
むらの端部が突起状になっている
と、内部短絡の要因となる。

異物の混入

円筒形金属缶タイプ
電池セルの断面

セパレーターが損傷し、
内部短絡の要因となる。

電極体の損傷

セパレーターが損傷し、
内部短絡の要因となる。

＜製造品質に問題があると思われる電池セルの実例＞
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正極が負極よりも、はみ出していない

巻きずれがない電極体

電極体の上下端
に凸凹がなく、
正極が負極よりも、
はみ出していない。

巻きずれが大きく、
電極体の上下端に
凹凸がある。
特に赤枠部では
正極が負極よりも、
はみ出している。
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巻きずれが大きい電極体

放電状態ではリチウムイオンは主に
正極合剤の活物質内及び電解質中にある。

正極の端部が負極よりもはみ出した位置関係にあると、
充電時に負極側に移行したリチウムイオンが負極端部
で電子を受け取り、金属リチウムとして析出する。

負極端部に金属リチウムが析出すると、析出した金属
リチウムにリチウムイオンが到達するたびに、金属リチウ
ムとして析出する。玉突き衝突のイメージ。

充放電を繰り返すことにより、次第にセパレーター内部で
金属リチウムの析出範囲が拡大し、負極と正極が短絡
に至る。一度の充電では短絡に至らないものと推定。

充電 充電放電 放電 充電

正極合剤 負極合剤

正極が負極よりも、はみ出していると…（推定メカニズム）

電極体の巻きずれ

充放電制御されてない/ 使用意図が不明なキャップ

入力電圧がそのまま電池セルに
印加される構造の基板。

＜保護回路、その他…＞

ACアダプターから
の入力（＋側）

ACアダプターから
の入力（ｰ側）

電池ｹｰｽの＋端子へ

電池ｹｰｽの
（－）端子へ

封口体の上に、
さらにキャップ
（赤枠部）

Li+ リチウムイオン
Li 金属リチウム

＜リチウムイオン電池の用途と電池セルのタイプ＞

携帯電話
スマートフォン
タブレットPC

カムコーダー xEV携帯音楽プレーヤー 電動アシスト自転車
電動工具

蓄電システム

ノートパソコン

＜モバイル製品＞
・使用時の電流は小さいが、駆動時間が要求される。
・スマートフォン、タブレットPCなどでは薄型の電池セルが用いられる。

＜動力用途、電力貯蔵用＞
・出力電流が大きい電池セルが必要。
・大電流出力時に温度上昇するため、PTCは装備しにくい。
・屋外での使用もあり、防水性も求められる。

モバイル
バッテリー

実はその下に…

円筒形金属缶タイプ
電池セルの断面
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